
評価結果詳細（太陽の子下戸田保育園）

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－１－（１）－①　理念、基本方針が明文化され周
知が図られている。

ａ

「太陽の子」保育園のコンセプト「つながり保育
園」や保育理念「のびのび　すくすく　にこにこ」
のほか、３つの保育目標、５つの保育方針を定め、
ホームページや入園のしおりに掲載したり、玄関に
掲示したりして保護者や職員に周知しています。入
園のしおりには、子どもの成長を「７つの窓」の視
点で総合的に支援することや、「愛する」を中心に
「見守る・楽しむ・待つ・信じる」という当園の保
育姿勢についても分かりやすく記載しており、全保
護者・全職員に配布し、説明する機会も複数回に分
けて設けています。

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－２－（１）－①　事業経営をとりまく環境と経営
状況が的確に把握・分析されている。

ｂ

市の私立保育園協会の園長会の会議や研修が年間10
回程定期的に開催されており、市の保育幼稚園課や
市議会の健康福祉常任委員との懇談会等の機会も設
けられています。また、公立保育園との連絡会も年
２回程開催されています。これらの会合には毎回、
園長が参加して情報収集や意見交換を行っていま
す。また、月1回、本社において会社内の系列保育
園の園長が集まり、社長や関係部課長、本部の社員
とともに全体の経営状況や各園の収支状況、保育事
業における取り組み等について情報共有を行う会議
が開催されており、必要な事項については、園長か
ら職員に伝達・周知を行っています。さらに、市
内・当地域の現況や保育・子育て支援施策の動向、
ニーズ等に関するデータを把握・整理し、当園の取
り組みに活用できるようポイントを押さえて集約す
ることができると良いと思われます。

Ⅰ－２－（１）－②　経営課題を明確にし、具体的な
取り組みを進めている。

ａ

会社の組織体制が整えられ、保育サービス事業にお
ける担当部署の職務分掌や役割分担等の明確化も進
み、事業展開の迅速化が図られています。本社で実
施している保護者アンケートの結果等も参考に、随
時、全体のサービス内容の検討・見直しも行ってい
ます。今年度は新たに、月２回の英語教室や系列各
園への絵本巡回システムが導入される等、系列園全
体でより良い保育を提供し、サービスの質の向上を
図る取り組みを進めています。

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－３－（１）－①　中・長期的なビジョンを明確に
した計画が策定されている。

ｂ

今年度より、「太陽の子」保育園のコンセプトとし
て、「つながり保育園」を掲げ、長期的なビジョン
として展開していく計画が進められています。企業
グループの長期経営計画や中期経営計画が策定され
ており、保育サービスを含む経営の方向性が公表さ
れています。しかし、「キッズビジネス総合サービ
ス会社」を目指した保育サービス事業における中・
長期の事業計画及び収支計画は各園に周知するまで
には至っておらず、今後、事業の見通しを共有して
いくことが期待されます。

Ⅰ－１－（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。

評　価　細　目　の　第　三　者　評　価　結　果
（保育所、地域型保育事業）

評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織
Ⅰ－１　理念・基本方針

Ⅰ－２　経営状況の把握

Ⅰ－２－（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。

Ⅰ－３　事業計画の策定

Ⅰ－３－（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。



Ⅰ－３－（１）－②　中・長期計画を踏まえた単年度
の計画が策定されている。

ｂ

当園の平成２８年度の事業計画には、基本理念や保
育方針、保育目標を掲げ、当園各クラスの定員や利
用状況のほか、健康管理やアレルギー対応、感染症
対策、給食等の取り組み、職員体制や研修計画、年
間行事予定、安全対策、地域との連携、苦情への対
策等をまとめています。さらに、会社の保育サービ
ス事業の中・長期計画とのつながりが明確になるよ
うな具体的な重点目標等を設定する仕組みにし、事
業計画を実現可能とする収支計画も併せて把握・管
理できるようにすると、会社・園・職員の取り組み
の一体感が高まり、職員の理解も進むものと考えら
れます。

Ⅰ－３－（２）－①　事業計画の策定と実施状況の把
握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解して
いる。

ａ

園の年度の事業計画は、職員にも周知して取り組
み、毎年２月にスタッフ会議において保育や行事等
の振り返り、反省を行った結果を踏まえて、園長が
見直しを行っています。事業計画の書式「事業計
画・報告書」には、年度末に各項目の実施状況や結
果、対策や年度総括を記入する欄が設けられてお
り、園の概況や今後の課題を明確にして、スムーズ
に次年度の事業計画の立案につなげられる仕組みに
なっています。

Ⅰ－３－（２）－②　事業計画は、利用者等に周知さ
れ、理解を促している。

ｃ

園の年度の事業計画は、保護者に対しては開示や配
布は行っていません。事業計画の内容は重要事項説
明書と内容が重複している事項もあるため、重要事
項説明書に改訂があるときに年度末に保護者に説明
を行っていることが、事業計画の一部を周知してい
ると言えます。また、年間の行事予定も保護者に配
布・説明しています。しかしながら、事業計画の中
核となる、子どもの年齢・発達・状態に応じた保育
の計画や支援内容、それを支える職員の体制や対
策、研修の取り組み等については説明されていない
ため、今後、園の意図や取り組みが保護者や関係者
にも理解されやすい方法を工夫できると良いと思わ
れます。

Ⅰ-４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組
第三者評価結果 コメント

Ⅰ－４－（１）－①　福祉サービスの質の向上に向け
た取組が組織的に行われ、機能している。

ａ

毎月、職員の階層や職種、経験に合わせた研修プロ
グラムが本社で実施されており、必要なスキルや知
識、保育の質の向上と個々の自己成長を支援する取
り組みとなっています。また、年間・月間・週間の
保育の指導計画や行事計画の終了後には、職員間で
反省と評価を行い、実施状況や目標の達成状況を明
確にして次の計画につなげているほか、年度の事業
計画・報告も、改善点を次年度に活かす仕組みと
なっています。当園では、第三者評価は今年度初め
ての受審であり、サービスの総合的な自己評価も初
めての実施となりますが、利用者調査、自己評価、
第三者評価それぞれの結果を検討・分析することが
期待されます。

Ⅰ－４－（１）－②　評価結果にもとづき組織として
取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実施し
ている。

ｂ

保育や行事の計画に関しては、必ず振り返り、評
価・反省を行って課題を明確にし、次の計画に反映
しています。園長や主任が確認するだけではなく、
月１回のクラス会議やスタッフ会議、２か月に１回
の乳・幼児会議やリーダー会議を通じて課題や改善
策を検討しています。しかし、サービスの自己評価
や第三者評価の分析結果を踏まえた改善策や改善実
施計画の策定と実行はこれからとなっており、今
後、事業計画や中・長期計画にも反映する仕組みを
構築していくことが望まれます。

Ⅰ－３－（２）　事業計画が適切に策定されている。

Ⅰ－４－（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。



第三者評価結果 コメント

Ⅱ－１－（１）－①　管理者は、自らの役割と責任を
職員に対して表明し理解を図っている。

ａ

管理者としての園長の役割と責任については、園長
就任前に本社で行われる「初任者園長研修」を通じ
て学んでおり、園長業務の基本内容も明示されてい
ます。園長は、就任にあたっては、「良い面を引継
ぎ、さらに改善しながら、皆と協力してより良い保
育園にしていきたい。楽しめる職場にしたい」との
思いをに職員に伝えています。保護者に対しても、
苦情相談窓口の解決責任者であること、年２回行わ
れる運営委員会・民生児童委員との協力のもと、保
護者の理解を得ながら園運営を行っていくことを伝
えています。また、保護者が安心して子どもを預け
られ、保護者に子どもの姿が伝わるように、送迎時
には園長自ら積極的に話しかけるようにしていま
す。

Ⅱ－１－（１）－②　遵守すべき法令等を正しく理解
するための取り組みを行っている。

ｂ

遵守すべき法令等に関する本社研修として、園長や
主任を対象とした研修での「スタッフの労務管理」
や「虐待防止の現状を学ぶ」、「保育園のリスクマ
ネジメント」等が実施されています。また、市の私
立保育園協会の園長会の会議や研修への参加を通し
て行政の指導事項を把握したり、行政と連携を図り
ながら法令順守への理解に努めています。職員に対
しては、就業規則を事務所内で閲覧できるようにし
ているほか、「スタッフハンドブック」を通じて、
保育所の社会的責任や保育所保育指針を理解して
日々の保育に努めるべきことを伝え、「入園のしお
り」に掲載されたプライバシーポリシーについても
スタッフ会議で周知しています。さらに、保育所保
育指針や倫理綱領、児童虐待防止法等について、具
体的な内容を理解し、保育の実践に結び付けられる
ようにする取り組みが望まれます。

Ⅱ－１－（２）－①　福祉サービスの質の向上に意欲
をもち、その取組に指導力を発揮している。

ａ

昨年度末に行った保護者説明会や、今年度のクラス
懇談会、行事実施後の保護者アンケート、意見箱
等、様々な機会・手段を通じて保護者の求める意見
や要望について把握し、リーダー会議やスタッフ会
議で対応を検討しています。保護者の意見を踏まえ
て、毎月の園だよりを前月末に発行するようにした
り、行事の詳細を早めに知らせるようにする等、で
きる限りの誠意を持って改善策を講じ、掲示や手紙
配布等で回答するよう努めています。職員からは、
会議等で自由に発言でき、園長が職員の声を聞いて
受け止めてくれることを評価する声も寄せられてい
ます。

Ⅱ－１－（２）－②　経営の改善や業務の実行性を高
める取組に指導力を発揮している。

ａ

園長は、職員が働きやすい環境作りに力を入れてお
り、就業状況に配慮し、各自の休みの希望に合わせ
た勤務シフト作りを心がけています。職員の配置
は、できる限りクラス内が若手の職員だけにならな
いようにし、時には主任や園長もクラス内を巡回し
て支援・指導を行うことで体制の安定に努めていま
す。スタッフの意見・要望を取り入れ、朝の職員の
増配置を行う等、改善できるところは積極的に改善
するよう取り組んでいます。

評価対象Ⅱ　組織の運営管理
Ⅱ－１　管理者の責任とリーダーシップ

Ⅱ－１－（１）　管理者の責任が明確にされている。

Ⅱ－１－（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。



第三者評価結果 コメント

Ⅱ－２－（１）－①　必要な福祉人材の確保・定着等
に関する具体的な計画が確立し、取組が実施されてい
る。

ａ

人材の募集は本社で実施し、本社での面接のほか、
希望する園での園長・主任による面接を通じて採用
選考を行っています。入社オリエンテーションや新
卒フォローアップ研修等の新人育成の体制が整って
いるほか、年間を通して階層別・職種別・経験別・
テーマ別等の各種研修プログラムが用意され、職員
がそれぞれの状況に応じて参加することができるよ
うになっています。園において緊急に人材の確保を
要するような際には、系列園からのヘルプ人員を要
請でき、急な場合でも安心な体制がとられていま
す。一年目の職員には週間指導計画や日案等を具体
的に計画してもらい、クラスリーダーや主任、園長
とでサポートしながら育成を図っています。

Ⅱ－２－（１）－②　総合的な人事管理が行われてい
る。

ｂ

就業規則や給与規程は随時見直し、改訂され、職員
の要望、意見を汲み取った処遇改善が行われていま
す。給与体系に疑問のある職員には、本社で直接対
応し、理解が得られるよう努めています。年に２
回、職員が個々に自己評価を実施し、自己の振り返
りに活用するとともに、園長やエリアマネージャー
が人事評価を行って昇給等に反映させる仕組みもあ
ります。さらに、会社として期待する職員像やキャ
リアパスをより明確に職員に示し、給与体系等への
理解が深まるよう取り組んでいくことが期待されま
す。

Ⅱ－２－（２）－①　職員の就業状況や意向を把握
し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。

ａ

就業状況の管理がされており、誤りのないよう確認
できるシステムが作られています。職員が無理なく
勤務できるよう配慮し、他の職員の協力のもと、時
短勤務や固定時間勤務を取り入れています。時間外
労働は、スタッフ会議や延長保育の際に生じる以外
はあまりありませんが、保護者への対応等で必要な
場合には園長の同意のもとで残業申請を行うケース
もあります。週休２日を確保し、有給休暇も職員か
らの希望に応じて取得できるようにしています。

Ⅱ－２－（３）－①　職員一人ひとりの育成に向けた
取組を行っている。

ｂ

 職員が個々に自己評価を行う取り組みや、個々の
状況や希望に応じて内外の各種研修に参加できる仕
組みがあります。また、調理師と栄養士に対して
は、安心・安全な食事の提供に向けて、スキルアッ
プ試験を実施しています。私立保育園協会で行って
いる歳時別研修にも職員が参加しており、各年齢児
で抱える保育の悩みや活動についての意見交換をす
ることでスキルアップを図っています。年２回、人
事評価表を基に園長が個別面談を行って個々の育成
と評価につなげる仕組みもありますが、職員の目標
や能力向上の意向とも連動した仕組みにできると良
いと思われます。

Ⅱ－２－（３）－②　職員の教育・研修に関する基本
方針や計画が策定され、教育・研修が実施されてい
る。

ａ

社内の年間研修計画があり、これを基に多様な研修
が実施されています。 入社オリエンテーションで
は、基本的な教育(接遇マナーについて、身だしな
み、挨拶、保育園におけるコミュニケーション対応
等)がなされ、階層別・職種別テーマ別の研修で、
専門知識やスキルを学び、プールが始まる前には救
命救急研修も行われています。園の年度の事業計画
には職員研修の基本事項として、園内及びグループ
研修にも取り組むことを記載しており、月１回のス
タッフ会議では、職員が意識を持ち、子どもの安全
を守れるようにするための内容を取り上げ、共有を
図っています。

Ⅱ－２　福祉人材の確保・育成

Ⅱ－２－（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

Ⅱ－２－（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

Ⅱ－２－（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。



Ⅱ－２－（３）－③　職員一人ひとりの教育・研修の
機会が確保されている。

ａ

本社の研修では、階層別・職種別・経験別・テーマ
別等の研修が毎月、計画的に開催されており、各職
員の適性や意向を考慮して参加できるようにしてい
ます。市役所主催の研修等にも職員が自由に参加で
きるよう、事務所内に案内を掲示して、希望があれ
ば調整して対応しています。参加後は受講レポート
を提出して他の職員にも回覧しており、これはと思
う内容についてはスタッフ会議で発表してもらい、
成果を共有化しています。

Ⅱ－２－（４）－①　実習生等の福祉サービスに関わ
る専門職の教育・育成について体制を整備し、積極的
な取組をしている。

ａ

 実習生等の受け入れや育成に関しては、「実習生
マニュアル」に沿って、事前に担当職員がオリエン
テーションを実施し、実習の計画や心得（守秘義務
や服装等）について説明を行っています。中間反省
会では、クラス担任や主任、園長が参加して、実習
生が実りある経験・体験ができるよう指導していま
す。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－３－（１）－①　運営の透明性を確保するための
情報公開が行われている。

ｂ

 ホームページにおいて、当保育園の概要や保育
サービス内容の紹介を行っています。保護者のため
の子育てコラムから、子育て情報や保育内容も掲載
し、当社の保育サービスの理解が深まるような取り
組みが行われています。しかし、当園の財務情報を
公開するまでには至っていません。また、昨年度よ
り園に運営委員会を設置し、民生児童委員の参加も
得て、保護者や地域に開かれた保育園としての情報
開示と意見交換を行っています。

Ⅱ－３－（１）－②　公正かつ透明性の高い適正な経
営・運営のための取組が行われている。

ａ

 毎年度、社内の内部監査による指導を受けなが
ら、行政による外部監査や書面監査を受けること
で、適正な施設運営を確保し、必要に応じた見直
し・改善も実施しています。企業グループとして
は、外部専門機関による必要な監査も受けていま
す。今年度は当園の開園５年目にあたり、初めて第
三者評価の受審も行っています。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－４－（１）－①　利用者と地域との交流を広げる
ための取組を行っている。

ａ

 園の年度の事業計画に「地域との連携」の項目を
設定し、具体的な地域との交流行事を明確にしてい
ます。園に隣接している公園での盆踊りでは、地域
の人々と一緒に練習から参加し、公民館での催しに
も招待されています。その他、獅子舞見学や小学校
との連携、サンキューランチ（お世話になった地域
の人を招いてランチをふるまう会）等も計画的に実
施しています。園の運動会を開催するにあたって
は、近隣に挨拶周りをし、多くの人が見に来てくれ
ています。さらに、子どもの活動における地域資源
の活用や、園行事への地域の人々の参加の在り方を
工夫していくことが期待されます。

Ⅱ－２－（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

Ⅱ－３　運営の透明性の確保

Ⅱ－３－（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。

Ⅱ－４　地域との交流、地域貢献

Ⅱ－４－（１）　地域との関係が適切に確保されている。



Ⅱ－４－（１）－②　ボランティア等の受入れに対す
る基本姿勢を明確にし体制を確立している。

ｃ

ボランティアとしての受け入れ実績はありません
が、ボランティア受け入れにあたっての登録書式や
オリエンテーション資料、活動記録用紙を用意して
います。今後、伝承遊びや製作等の活動でボラン
ティアを受け入れ、地域交流の行事も兼ねた取り組
みを行っていきたいとの意向もあり、ボランティア
受け入れの基本姿勢を対外的に打ち出し、職員とも
共通認識を持っていくことが期待されます。

Ⅱ－４－（２）－①　福祉施設・事業所として必要な
社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切に行
われている。

ａ

 市役所や療育センター等、行政の関係機関との連
携を図り、各種のお知らせやポスターを園内に掲示
して、保護者への広報を支援しています。また、医
療機関や学校、町会等、地域の関係機関の連絡先を
一覧にして事務所内に掲示し、職員間での共有化を
図っています。

Ⅱ－４－（３）－①　福祉施設・事業所が有する機能
を地域に還元している。

ｂ

災害等の一時避難所としての機能が果たせるよう、
市役所の協力のもと、水・食糧の備蓄や自家発電
機、簡易トイレ等を備え、いざというときに、園児
のみならず、地域の人々にも提供できるようにして
います。地域子育て支援事業や一時保育など、子育
て家庭に向けた事業は、そのためのスペースが園内
にないため実施できていませんが、外部の掲示板の
活用や子育て情報誌の発行、出前保育など、ハード
ではなくソフト面での支援を工夫することが期待さ
れます。

Ⅱ－４－（３）－②　地域の福祉ニーズに基づく公益
的な事業・活動が行われている。

ｂ

 地域の人々との交流の場として、５歳児による手
作り給食に地域の人を招待し、日頃の感謝を伝える
サンキューランチの取り組みを行っています。ま
た、外国籍保護者が近年増加していることに着目
し、保護者への説明を一対一で行ったリ、本社から
のアンケートは中国語、韓国語で対応できるようす
る等の配慮を行っています。今後に向けては、見学
者や来園者からアンケートを取って集計したり、市
や地域における子育て支援に関する住民アンケート
調査結果を入手する等して参考にし、身近にできる
公益的な取り組みを検討することが望まれます。

第三者評価結果 コメント

Ⅲ－１－（１）－①　利用者を尊重した福祉サービス
提供について共通の理解をもつための取組を行ってい
る。

ａ

職員の入社時には、本社での新人オリエンテーショ
ンの研修があるほか、新卒の場合は園内でも園長と
主任がテキストを基に保育理念や保育目標、接遇マ
ナー等について、個別に話をする機会を設けていま
す。また、全職員に対する園内研修として、年度初
めに重要事項説明書を読み合わせ、職員間の共通認
識の醸成を図っています。本社での保護者対応や保
育の質、保育姿勢に関する研修にも各職員が参加し
て、子ども主体の保育の実践に努めています。保護
者に対して、「個性をのびのびと発揮する子ども」
を目指し、「一人ひとりの違いを認め合いながら生
活する」という、当園の保育理念・保育目標・保育
方針を明確に示すために、「入園のしおり」にも記
載し、入園説明会や保護者会で配布・説明を行って
います。

Ⅱ－４－（２）　関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ－４－（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。

評価対象Ⅲ　適切な福祉サービスの実施
Ⅲ－１　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ－１－（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。



Ⅲ－１－（１）－②　利用者のプライバシー保護等の
権利擁護に配慮した福祉サービス提供が行われてい
る。

ｂ

「太陽の子保育園プライバシー・ポリシー」を「入
園のしおり」に掲載しています。個人情報に関する
基本方針や内部体制、安全管理措置等が記載され、
個人情報の利用目的、問い合わせ窓口についても明
確に示されています。保護者には、別紙の利用に関
する「同意書」を提出してもらっています。ホーム
ページからの当園のブログの閲覧は、ユーザー名・
パスワードを入れないと見ることができなくなるよ
うにリニューアルしています。今後に向けては、権
利擁護やプライバシー保護に関しても具体的なマ
ニュアルを整備し、職員間の共通認識を深められる
ようにすることが望まれます。

Ⅲ－１－（２）－①　利用希望者に対して福祉サービ
ス選択に必要な情報を積極的に提供している。

ａ

入園を検討している利用希望者に対する情報提供と
して、ホームページやパンフレットを用意していま
す。最寄駅から保育園までのアクセス方法や地図を
載せ、対象年齢・保育時間・定員・保育内容等を写
真やイラスト等を使って分かりやすく示されてお
り、当保育園の特色としての食育や絵本等の情報も
見やすく掲載されています。園内の見学希望に対し
ては、保護者の都合に合わせて随時、個別で受け付
けており、園児の活動中の様子や給食の様子を見て
もらい、質問に対しても丁寧に対応するようにして
います。

Ⅲ－１－（２）－②　福祉サービスの開始・変更にあ
たり利用者等にわかりやすく説明している。

ａ

「入園のしおり」には、当園の保育理念・保育目
標・保育方針を示し、子どもの総合的な育ちの視点
を「７つの窓」に分け、保育姿勢を分かりやすく図
で表しています。入園説明会でこのしおりを配布し
て説明し、保護者の理解を得るようにしています。
慢性疾患やアレルギーのある新入園児に対しては、
入園前面談を行って十分に状況を確認し、栄養士等
の専門職から説明と指導を行っています。また、進
級等の年度替わりの際にも、栄養士が同席して個別
面談を行い、次年度の保育がより効果的に行われる
よう配慮しています。

Ⅲ－１－（２）－③　福祉施設・事業所の変更や家庭
への移行等にあたり福祉サービスの継続性に配慮した
対応を行っている。

ａ

市内の公立保育園への転園の際には、転園先に児童
票等の関係書類の引き継ぎを行ったり、当園で描い
た絵や制作物をまとめたものを手渡しています。引
越し等の転園・退園の場合には、連絡先の確認をし
て運動会等の園行事の案内や招待、在園中の写真販
売の案内等を郵送したり、その後の状態の確認等を
行い、いつでも相談に乗ることを伝えています。

Ⅲ－１－（３）－①　利用者満足の向上を目的とする
仕組みを整備し、取組を行っている。

ａ

一人ひとりの子どもが安心して楽しく過ごしている
か、毎日の保育を通して振り返り、保育日誌等への
記載を通して子どもの気持ちを推測しています。ま
た、保護者がどのように受け止めているのかについ
て把握するために、日々の送迎の際の会話を重視
し、連絡帳に丁寧に記入して様子を伝えています。
保育参観や行事後にはアンケートを実施し、必ずス
タッフ会議で内容を共有しています。今年度は、送
迎についてのアンケートを実施して結果を踏まえて
協議を行い、その結果や回答についてまとめ、保護
者に配布しています。年２回開催している運営委員
会においても、開催前にアンケートを取る等、幅広
く意見を聴いて話し合い、改善につなげるようにし
ています。

Ⅲ－１－（３）　利用者満足の向上に努めている。

Ⅲ－１－（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。



Ⅲ－１－（４）－①　苦情解決の仕組みが確立してお
り、周知・機能している。

ａ

苦情の申し立てとならないよう、日々の送迎時の保
護者との対話や連絡帳を通じてコミュニケーション
を図っています。苦情があった場合は、苦情解決に
向けて速やかに対応できるように、「保育所利用者
の意見・要望等の相談解決実施要領」に基づき、苦
情の受付担当者、解決責任者、第三者委員（民生児
童員）等を配置し、体制の仕組みと手順を整備し、
フローチャートで分かりやすく示しています。保護
者には「入園のしおり」に掲載して、入園説明会の
中で内容についての説明を行っています。

Ⅲ－１－（４）－②　利用者が相談や意見を述べやす
い環境を整備し、利用者等に周知している。

ａ

年２回、個人面談と懇談会を実施しています。保護
者からの意向により、個人面談の時間を１人１５分
から３０分に変更したほか、利用者が希望する際に
は随時、追加日程を設けて都合を合わせやすくし、
ゆっくり話が聴けるように配慮しています。また、
投書用の意見箱も設置しており、気軽に園への意見
を出せるよう、玄関前に場所を変更する等の見直し
も行いました。保護者・第三者委員・職員とで構成
している運営委員会では、子どもの状況や行事等の
報告のほか、意見箱の意見に対する回答を行う等、
委員との有意義な意見交換や相談の場としていま
す。

Ⅲ－１－（４）－③　利用者からの相談や意見に対し
て、組織的かつ迅速に対応している。

ａ

「保育所利用者への意見・要望等の相談解決実施要
領」や「苦情対応要領」を定めてマニュアルとして
活用しており、保護者からの相談や意見等に対して
は本社と連携を図って対応できるようにしていま
す。職員に対しても「スタッフハンドブック」の中
で、「保護者に対する支援」として対応方法を示
し、園長と連携を図っていくよう指導しています。

Ⅲ－１－（５）－①　安心・安全な福祉サービスの提
供を目的とするリスクマネジメント体制が構築されて
いる。

ａ

ヒヤリハットやインシデント・アクシデントの報告
を行い、毎月クラスごとにデータ集計を実施してい
ます。集計表には、時間帯・要因・歳児別・場所別
に事例を集計し、前月からの振り返りと園長コメン
トを載せています。この集計結果は毎月のスタッフ
会議で共有し、共有報告書にまとめています。安全
管理に対する共通認識が持てるようテーマを決めた
リ、時にはクラスごとにアンケートを取ったりし
て、日々の保育の中で危険なことについて話し合い
を行っています。

Ⅲ－１－（５）－②　感染症の予防や発生時における
利用者の安全確保のための体制を整備し、取組を行っ
ている。

ａ

保健衛生マニュアルや感染症マニュアルが整備さ
れ、保育園内外での衛生管理や清掃・消毒方法、感
染経路、感染症発症時の対応、感染別対応等が掲載
されています。保護者に対しては、「入園のしお
り」に保健・衛生について記載し、感染症の種類や
登園基準等について知らせています。感染症が発生
したときは、発生状況を園内掲示やブログを通して
保護者に伝え、注意喚起を行っています。職員間で
は、共有報告書に対応をまとめて情報を共有してい
ます。

Ⅲ－１－（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

Ⅲ－１－（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。



Ⅲ－１－（５）－③　災害時における利用者の安全確
保のための取組を組織的に行っている。

ａ

年度ごとに年間訓練計画書を作成しており、毎月、
これを基に、地震・火災・水害・不審者等の様々な
内容を想定した訓練を園児と共に実施しています。
職員は月１回、消火訓練にも参加しています。年に
１回は、大きな地震が発生した際の避難の仕方や引
き渡し、引き取りの訓練も行っています。また、避
難状況や避難場所を速やかに保護者に伝達できるよ
う、保護者に一斉メールや伝言ダイヤル、ブログを
使用して伝える取り組みを進めています。災害時の
避難については、園内とクラス内での職員の役割を
決めているほか、在庫確認表を作成して備蓄品の維
持・管理を行っています。

Ⅲ－２－（１）－①　提供するサービスについて標準
的な実施方法が文書化され福祉サービスが提供されて
いる。

ａ

本社で作成し、全職員に配付している「太陽の子ス
タッフハンドブック」は、入職時に確認しているほ
か、年度初めのスタッフ会議で読み合わせ、周知を
図っています。このハンドブックには、子どもの発
達と保育内容、保護者に対する支援等のポイントが
掲載されており、新人スタッフの業務理解だけでは
なく、全ての職員がより良い保育運営を目指すため
に活用しています。また、保育内容が画一的になら
ないように、年度ごとにクラス別の年間指導計画を
作成しており、実施した保育や支援の内容は保育日
誌や発達記録の定型書式に記録して把握し、職員間
で共有化しています。

Ⅲ－２－（１）－②　標準的な実施方法について見直
しをする仕組みが確立している。

ａ

スタッフハンドブックに掲載されている内容は、本
社で定期的に見直し・改訂が行われており、常に最
新版が系列全園で共有化され、随時、職員にも周知
されています。また、保育理念に基づいた保育課程
を、年間指導計画、月間指導計画、週間指導計画へ
と展開し、計画の見直しを行っていく仕組みができ
ています。年間指導計画は期ごとに評価・反省を記
入する書式となっているほか、月間指導計画と週間
指導計画の書式を一枚の用紙にまとめることで、双
方を確認しながら立案し、週の評価・反省が来月の
課題へとつながるようになっている等、保育の一貫
性と作業の効率性を考慮した工夫がなされていま
す。

Ⅲ－２－（２）－①　アセスメントにもとづく個別的
な福祉サービス実施計画を適切に策定している。

ａ

入園時に面談を行い、保護者に事前に記入しても
らった調査用氏に基づいて、家庭状況や出生時から
の発達の状態・状況等について確認し、健康面・食
事面・排せつ・午睡等の細かな様子について聞き取
り、子どもの様子と状況の把握に取り組んでいま
す。これらの情報を踏まえ、個別指導計画と児童票
の発達記録の作成を行い、クラス会議や乳児・幼児
会議を通じて職員間で共有しています。

Ⅲ－２－（２）－③　定期的に福祉サービス実施計画
の評価・見直しを行っている。

ａ

「スタッフハンドブック」には、保育に関わる各種
計画や帳票についての記録者や期日等が掲載されて
おり、園長、主任、スタッフ間の書類の流れややり
取りについても帳票確認フローで明確にしていま
す。保育課程と指導計画を年度末に、月間指導計
画・出席簿・共有報告書を毎月提出し、保育日誌や
ブレスチェック、園日誌、ヒヤリハット等は毎日の
提出を義務付けているほか、事故報告書や苦情処理
報告書は即日の提出が求められています。年間指導
計画は、期ごとに反省・評価を行い、週間指導計画
にも反省・評価の記入欄があり、次月の課題の検討
につなげています。各計画の振り返りは、スタッフ
会議、乳・幼児会議、リーダー会議等で取り上げ、
見直しが必要なときは、他の職員からの提案やアド
バイスを受けることができています。

Ⅲ－２　福祉サービスの質の確保
Ⅲ－２－（１）　提供するサービスの標準的な実施方法が確立している。

Ⅲ－２－（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。



Ⅲ－２－（３）－①　利用者に関する福祉サービス実
施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化さてい
る。

ａ

保育内容を実施した状況については、保育日誌、発
達記録、健康台帳、連絡帳に記録しています。これ
らの記録を基に職員間でミーティングを行い、情報
を共有している。さらにスタッフ会議、乳・幼児会
議、リーダー会議、給食会議での話し合いの内容
は、ノートや共有報告書に記録して、職員間で情報
を共有できるようにしています。

Ⅲ－２－（３）－②　利用者に関する記録の管理体制
が確立している。

ａ

児童票や健康台帳など、子どもや保護者の個人情報
に関する書類は、事務所内の書庫やボックス内に鍵
をかけて保管しています。事務所外への書類の持ち
出しは禁止しており、帳票を確認する必要がある際
には、園長の確認のもとで取り出す仕組みとしてい
ます。

第三者評価結果 コメント

Ａ－１－（１）－①　保育所の理念、保育の方針や目
標に基づき、子どもの心身の発達や家庭及び地域の実
態に即した保育過程を編成している。

ｂ

保育理念や保育目標、保育方針を保護者向けに「入
園のしおり」に掲載し、職員には「入社オリエン
テーション資料」や「スタッフハンドブック」に示
して明確にした上で、保育の内容を子どもの発達過
程に沿って保育課程を編成しています。毎年２月後
半に開催するスタッフ会議の中で、次年度クラス担
任となる職員が話し合って保育課程の見直しを協議
し、次年度の保育課程を作成しています。しかしな
がら、「児童憲章」や「児童福祉法」、保育所保育
指針」を参照する等の取り組みはなされていませ
ん。子どもの人権尊重等の理念を踏まえて、子ども
の心身の発達や家庭・地域の実態を捉え、それらを
反映した編成を行うとともに、議事録として話し合
いの記録を残していくことが期待されます。

Ａ－１－（２）－①　生活にふさわしい場として、子
どもが心地良く過ごすことのできる環境を整備してい
る。

ａ

子ども達が安心して寛ぐことができ、心地よく過ご
すことができるように、保育室に空気清浄器や加湿
器を設置して温度と湿度の管理を行っています。保
育室の清掃も毎日実施しているほか、子どもの成長
に合わせて随時、動線を見直す等の対応も行ってい
ます。また、子どもが清潔な状態で睡眠がとれ、保
護者の負担を軽減するために、レンタルの寝具を取
り入れています。手洗いの励行もなされているもの
の、子どもの状況によりトイレ内の手洗い場を使用
せず、外での手洗いとなっているクラスも見られま
した。感染症を考慮し、遊びとならないように手洗
いの習慣へと誘導していく支援の工夫が期待されま
す。

Ａ－１保育内容

Ａ－１－（１）養護と教育の一体的展開

Ａ－１－（２）　環境を通して行う保育、養護と養育の一体的展開

Ⅲ－２－（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

評価対象Ⅳ　内容評価基準



Ａ－１－（２）－②　一人ひとりの子どもを受容し、
子どもの状態に応じた保育を行っている。

ａ

当保育園の目指す保育姿勢に基づき、子ども一人ひ
とりの生活環境や生活リズムを把握して、その子そ
の子に合わせた対応を心がけながら、子どもの気持
ちに寄り添った保育ができるよう取り組んでいま
す。子どもを呼び捨てにしないことや、子どもに分
かりやすい言葉を選んで使い、急かしたり制止した
りする対応とならないように配慮すべきことをマ
ニュアルに載せ、職員に周知しています。職員の体
制が手薄になるような場合には、隣のクラスの職員
に声をかけてフォローを頼む等、協力し合いながら
十分な見守りや関わりができるよう配慮していま
す。

Ａ－１－（２）－③　子どもが基本的な生活習慣を身
に付けることができる環境の整備、援助を行ってい
る。

ａ

各年齢に応じた基本的な生活習慣の目標と目当てを
指導計画に定めて、就学に向けての生活習慣の自立
を目指しています。一人ひとりの子ども達の発達に
応じた適切な時期に、子どもが自分でやろうとする
気持ちを育むことができるように、年齢ごとの年
間・月間・個別の指導計画を作成して、個々の成長
に合わせた対応に努めています。例えば、食事の配
膳を工夫して同じ物を続けて食べない、汁物を後で
食べる等のほか、食事の順番を学んだり、箸の持ち
方を絵本や遊びを通して伝えています。清潔の習慣
を身につけるために、手洗いやバイ菌の絵を洗面所
に掲示したり、昼食後に自分の袋から着替えを取り
出しやすいようにして声かけを行っています。

Ａ－１－（２）－④　子どもが主体的に活動できる環
境を整備し、子どもの生活と遊びを豊かにする保育を
展開している。

ｂ

子どもが主体的に活動できる自由遊びの時間を設
け、年齢・発達に合った絵本や玩具を用意するよう
にしています。散歩や戸外活動を多く実施し、自然
を感じたり触れたりすることで、好奇心や探究心が
芽生え、育まれるように配慮しています。自由遊び
を行う際には、何をして遊びたいかを子どもに聞い
て遊具の用意をしている場面も見られました。さら
に、子ども自らが遊びに入れるように環境設定を
行ったリ、遊具を自ら取り出して活動が始められる
ような援助等の工夫が期待されます。子どもがやっ
てみようとする遊びや好きな遊び、必要な遊びを見
極めていくための保育士の学び合いが期待されま
す。

Ａ－１－（２）－⑤　乳児保育（０歳）において、養
護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を整備
し、保育の内容や方法に配慮している。

ｂ

乳児保育室を園舎内で一番日当たりが良い位置に置
き、ベビーベッドや木製トンネルで区切って保育室
の使い方を工夫しています。職員は、０歳児の興
味・関心作りを行い、表情やしぐさ等から様子や気
持ちを読み取ることを大切に考えています。また喃
語への反応をこまめに行い、様々な職員が関わりを
持って愛着関係を築いています。午睡チェックを５
分間隔で行い、睡眠確認項目に従ってチェックする
とともに、室温や湿度の確認を行い、うつぶせ寝や
横向きによる危険を防いでいます。保育室内のス
ペースの関係上から、使用しないベッド上に遊具が
置いてある場面も見られ、子どもにとっての最適な
環境やより丁寧な対応に向けて、細部の見直しを行
うことも期待されます。

Ａ－１－（２）－⑥　３歳児未満児（１・２歳児）の
保育において養護と教育が一体的に展開されるよう適
切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮してい
る。

ａ

子ども個別の指導計画や発達の記録を毎月作成し
て、個々の発達の状態を把握し、共有しています。
一人ひとりの成長に合わせた関わり方や対応をしな
がら、色々な物や人への探索行動ができるように環
境を整えています。子ども一人ひとりの状態に応じ
て、自分でやろうとする気持ちを尊重し、子どもの
気持ちの受け止め方を工夫して、基本的な生活習慣
が身についていくように援助を検討しています。食
事面では、栄養士も食事時に巡回して個々の子ども
の咀嚼に合わせた食材・食形態となるように援助す
る等、個別に対応しています。



Ａ－１－（２）－⑦　３歳以上児の保育において養護
と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を整備
し、保育の内容や方法に配慮している。

ａ

年間指導計画では一年間を４期に区分し、各歳時別
に月間指導計画を作成し、週間指導計画、日案へと
展開して、「やりとげる活動」や「全身を動かす活
動」を位置付けています。日常的にも他のクラスと
の交流機会を持つとともに、毎月、「ふれあいの
日」を設け、異年齢の活動を通して、集団の中で安
定して過ごし、思いやる心・決まり事を守る力を育
んでいます。また、プランターを使用して野菜栽培
を行うことで、物への大切さを伝えるとともに、収
穫する喜びや食する楽しさを経験しながら、仲間と
の関わりや自然から得る感性を養っています。

Ａ－１－（２）－⑧　障害のある子どもが安心して生
活できる環境を整備し、保育の内容や方法に配慮して
いる。

ａ

発達等に障害が見られる子どもが安心して生活でき
るように、個別に月間の特別支援導計画を作成し
て、配慮や援助の仕方を工夫して保育にあたり、評
価・反省も明確にしています。日常の保育の様子か
ら得た「心身状況書」や「状況確認書」を専門機関
や医療機関に送って連携を図り、対応を職員間で共
有して、園全体として対応できるようにしていま
す。子どもへの言葉かけや接し方が粗くなっている
様子が見られる保護者に対しては、保育参加を通し
て子どもへの接し方を指導・助言するようにしてい
ます。

Ａ－１－（２）－⑨　長時間にわたる保育のための環
境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。

ａ

長時間にわたる保育では、異年齢による合同保育と
なりますが、職員間の引き継ぎに配慮し、子どもが
くつろいで過ごし、好きな遊びが楽しめるよう遊び
の種類ごとに設置を工夫する等して、少人数での楽
しみが提供できるようにしています。不安や甘えを
求める子どもには、職員間で情報を共有して対応
し、安心して過ごせるようにしています。また、食
事の間隔が開くため、おにぎりやホットケーキ等の
軽食を用意して提供しています。保護者の心身の状
況にも配慮して、言葉かけ等にも注意しています。

Ａ－１－（２）－⑩　小学校との連携、就学を見通し
た計画に基づく、保育の内容や方法、保護者との関わ
りに配慮している。

ａ

自分自身や子ども同士で解決できる力を養うため
に、保育内容の工夫をしています。グループ作りの
ゲームや数を体で表す遊びをしたり、時計や遊びの
中で鉛筆の正しい持ち方を学ぶ機会を作っていま
す。また、集中する時間と発散する時間を意図的に
作り、「静」と「動」に合わせた活動を行うため
に、全職員が交代でクラスに入っています。保護者
には５歳児懇談会で、県のリーフレット「３つのめ
ばえ」を使用して就学に向けての話し合いを行い、
１年間の取り組みを伝えて協力を仰いでいます。

Ａ－１－（３）－①　子どもの健康管理を適切に行っ
ている。

ｂ

毎朝、子どもの視診を行うとともに、連絡帳や保護
者からの引き継ぎを丁寧に行って、健康状態の把握
に努めています。子どもの一日の健康状態を把握す
るために、朝・午睡前・夕方の３回の検温を実施し
ています。戸外遊び後の手洗いとうがい、食事前の
手洗いを習慣化させるため、手洗いシートも活用し
ています。また、年４回発行している「ほけんだよ
り」には、季節に合わせて子どもの健康を維持する
ための情報を載せています。現在、看護師は常駐し
ておらず、系列園からの巡回支援となっています
が、生後５７日からの０歳児を受け入れている園と
しては、子どもの健康・安全を守る上で、再度配置
の努力を継続していくことが望まれます。

Ａ－１－（３）　健康管理



Ａ－１－（３）－②　健康診断・歯科検診の結果を保
育に反映している。

ａ

嘱託医による内科検診を６月と１１月の年２回、歯
科検診を６月に年１回実施しています。歯科検診の
際には、事前に質問票を配って、家庭での歯や口腔
に関する習慣や心配な点を記入してもらい、医師に
伝えています。毎月の身体測定結果や検診の結果は
「健康カード」に記入して保護者に伝え、情報を共
有し、相談にも応じています。また、日々の保育活
動や給食、食育活動にも活かしています。

Ａ－１－（３）－③　アレルギー疾患、慢性疾患等の
ある子どもに対し、医師からの指示を受け適切な対応
を行っている。

ａ

アレルギー疾患や慢性疾患等の子どもの保育に対し
ては、かかりつけ医や専門医に加えて保護者との連
絡を密に取り合うことを基本としています。食事に
関しては、主治医から食事管理指導表を提出しても
らい、除去食や代替食の対応を行っています。慢性
疾患等を持つ子どもに対しては、保護者と確認を取
り合いながら対応し、必要に応じて医療機関からの
指示のもと、適切な対応に努めています。

Ａ－１－（４）－①　食事を楽しむことができるよう
工夫をしている。

ａ

食事を摂る際のテーブルや椅子は、子どもの発達・
成長に合わせて配置し、配膳の仕方を図にして子ど
もが自ら置けるようにしたり、好きな子ども同士で
食卓を囲めるようにする等の工夫を行っています。
栄養士による年間食育計画を作成して、年齢や季節
に合わせた郷土食、行事食、リクエスト食を提供し
ています。食育の日には、子どもに食事の挨拶の意
味を知らせたり、煮干しや高野豆腐、わかめ等の食
材に触れ、様々な食材の持つ不思議さやおもしろさ
を体験したり、親子食育やクッキングの日には、実
際に調理を行って食べることへの興味を深めていま
す。また、プランターでの野菜作りを行い、育てる
楽しさと食す楽しさも味わっています。

Ａ－１－（４）－②　子どもがおいしく安心して食べ
ることのできる食事を提供している。

ａ

衛生を保持するために、職員に細菌検査を徹底し、
食事介助の際には毎日洗濯したエプロンと三角巾を
付けて、身だしなみを整えるとともに、清潔に配慮
しています。子どもには無理強いせず自発的に食べ
る意欲を持たせるような働きかけに努め、普段の子
どもの食欲や食事のスピード、好き嫌いについて把
握し、適切な支援につなげています。献立表は、月
齢・年齢に合わせて作成し、新鮮な食材の調達を行
い、安全性の高い陶器の食器を使用しています。保
育参観では、保護者に給食を提供して家庭での参考
にしてもらうとともに、意見を求め、さらに美味し
い給食作りに役立てるようにしています。保護者か
らは、メニューや味付けが参考になるとの言葉が得
られています。

第三者評価結果 コメント

Ａ－２－（１）－①　子どもの生活を充実させるため
に、家庭との連携を行っている。

ａ

保育参観で子どもの様子を見る機会や話し合いの場
を持つとともに、保育参加を実施して直接子どもと
触れあい、働きかける機会を設けています。また、
園だよりや献立表、行事のお知らせ等を早めに配布
して、保護者が予定の確認と調整がしやすいように
配慮しています。朝・夕のお迎えの際に伝え漏れが
ないように伝言表を使用して伝えているほか、連絡
帳に食事量や日中の様子を記入して知らせていま
す。子どもについて気になることや普段と異なる場
合には保護者に様子や状況を伝え、保護者からの相
談事等を受け止める心構えを職員に持ってもらえる
よう指導しています。

Ａ－２　子育て支援

Ａ－１－（４）　食事

Ａ－２－（１）　家庭との緊密な連携



Ａ－２－（２）－①　保護者が安心して子育てができ
るよう支援を行っている。

ａ

保護者との信頼関係を築くために、日々のコミュニ
ケーションがとれるように心配りをしています。そ
の日のクラスの様子を記入して事務所前に掲示した
り、連絡帳を通して子どもの様子を伝え、口頭でも
伝えています。園生活の様子は、保護者専用のブロ
グや写真掲載・販売によっても知ることができるよ
うにしています。乳児期の離乳食やオムツはずし、
いやいや期等への対応や疑問等についても、個々の
相談に応じ、時間を設けて個別面談を実施していま
す。今後に向けては、保護者の相談に応じた際は、
相談内容や対応について記録し、事例を蓄積・活用
していくことが期待されます。

Ａ－２－（２）－②　家庭での虐待等権利侵害の疑い
のある子どもの早期発見・早期対応及び虐待の予防に
努めている。

ａ

日頃から子どもと保護者の様子に最新の注意を払っ
ています。保護者のお迎えの際の様子や子どもへの
接し方・言葉かけ等を観察し、保護者が何らかの子
育てへの困難さを抱えていないか、見逃さないよう
にしています。「危機管理マニュアル状況別フロー
チャート」の中には、児童虐待が疑われる時の対応
策についても示されています。子どもの体に傷など
が発見された場合には写真に収め、保育園内での対
応が難しい場合には速やかに市役所や児童相談所等
に報告して連携できる体制を整えています。

第三者評価結果 コメント

Ａ－３－（１）－①　保育士等が主体的に保育実践の
振り返り（自己評価）を行い、保育実践の改善や専門
性の向上に努めている。

ａ

年間指導計画を作成し、期ごとに評価・反省を行っ
ています。週間指導計画や保育日誌にも反省・評価
を記入することで、日常の保育を振り返ることがで
き、気付きや見直しにつなげています。また、会社
指定書式の自己評価表に、年度初めに１年間の目標
を立てて取り組み、自己の保育業務の振り返りを行
い、改善へとつなげる仕組みもあり、年度途中と年
度末の年２回、園長が個人面談を実施して、助言や
評価を行っています。職員は地域や本社での研修に
参加し、専門性の向上に努めています。

Ａ－２－（２）　保護者等の支援

Ａ－３　保育の質の向上

Ａ－３－（１）　保育実践の振り返り（保育士等の自己評価）


